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２０15年３月期 第２四半期決算概況                      

連 結 個 別 

15年3月期 
(4月－9月） 

14年3月期 
(4月－9月） 

増減額 
15年3月期 
(4月－9月） 

14年3月期 
(4月－9月） 

増減額 

売 上 高 20,646    20,612    33 12,157     12,854     ▲ 697 

営 業 利 益 1,130     1,029     100   704       743     ▲  38 

経 常 利 益 1,008       995       13  675       671      3 

四半期純利益 589    479  109 472 628 ▲ 156 

単位：百万円 

＊原料および燃料価格の高騰により製造コストが大幅に上昇し、損益が厳しい状況でした。 

＊賃貸部門は、東京都足立区の賃貸事業が軌道に乗り売上高および収益が増加しました。 



セグメント別売上高（連結）４月－９月                

事 業 売上高 構成比 

コ ラ ー ゲ ン
ケ ー シ ン グ 5,160 24.99 

ゼ ラ チ ン 3,628 17.58 

化 粧 品 1,603 7.77 

皮 革 4,923 23.84 

賃貸・不動産 348 1.69 

食 品 そ の 他 4,982 24.13 

合 計  20,646 100.00  

単位：百万円、％ 

食品・その他24.13％ 
コラーゲンケーシング24.99％ 

化粧品7.77％ 

ゼラチン17.58％ 皮革23.84％ 

賃貸・不動産1.69％ 



セグメント別営業利益（連結）４月－９月                

事 業 営業利益 構成比 

コ ラ ー ゲ ン
ケ ー シ ン グ 752 39.04 

ゼ ラ チ ン 54 2.80 

化 粧 品 110 5.75 

皮 革 141 7.34 

賃貸・不動産 681 35.35 

食 品 そ の 他 187 9.72 

消却又は全社 ▲ 797 － 

合 計  1,130 100.00  

単位：百万円、％ 

ゼラチン2.80％ 

皮革7.34％ 

賃貸・不動産35.35％ 

コラーゲンケーシング39.04％ 食品・その他9.72％ 

化粧品5.75％ 



貸借対照表（連結）  
2015年３月期 第２四半期                                         

15年3月期 
(4月－9月） 

14年3月期末 
(4月－3月） 

増減額 

流 動 資 産 20,091 20,644 ▲   552 

固 定 資 産 42,301 41,116 1,184 

繰 延 資 産 23 28 ▲    5 

流 動 負 債 20,960 19,706 1,253 

固 定 負 債 18,611 19,805 ▲ 1,194 

純 資 産 額 22,844 22,277 567 

総 資 産 額 62,416 61,789 626 

自己資本比率 36.06 35.54 － 

＊自己資本比率＝（純資産－少数株主持分）÷総資産 

単位：百万円、％ 



損益計算書（連結） 
２０15年３月期 第２四半期                                         

15年3月期  
(4月－9月） 

  14年3月期  
(4月－9月） 

増減額 

売 上 高  20,646  20,612 33 

売 上 原 価 15,983 15,685 297 

販 売 費 3,532 3,896 ▲  364 

営 業 利 益 1,130 1,029 100 

営 業 外 収 益 110 212 ▲  102 

営 業 外 費 用 232 247 ▲    14 

経 常 利 益 1,008 995 13 

特 別 利 益 0 116 ▲  115 

特 別 損 失 56 6 ▲    50 

四半期純利益 589 479 109 

単位：百万円、％ 



主要経営指標等推移（連結）                           

15年3月期  
(4月－9月） 

14年3月期  
(4月－9月） 

13年3月期 
(4月－9月） 

売 上 高   20, 646 20,612 19,290 

経 常 利 益  1,008 995 1,000 

四 半 期 純 利 益 589 479 1,617 

純 資 産 額  22,844 20,999 19,961 

総 資 産 額  62,416 60,487 60,985 

１株当たり四半期 
純 利 益 40.95 41.63 143.33 

１株当たり純資産額 1,564.08 1,781.61 1,731.50 

自 己 資 本 利 益 率 2.6 2.3 8.3 
 １株当たり四半期（中間）純利益＝四半期（中間）純利益÷期中平均株式数  

 １株当たり純資産額＝（純資産－少数株主持分）÷（発行済株式数－自己株式数） 
  自己資本利益率＝当期純利益÷（純資産－少数株主持分） 

単位：百万円、円、％ 



キャッシュ・フロー（連結）                                         

15年3月期 
(4月－9月） 

14年3月期末 
(4月－3月） 

14年3月期 

 (4月－9月） 

営業キャッシュ・フロー 1,900 69 ▲     61 

投資キャッシュ・フロー ▲ 1,099 ▲    85 225 

財務キャッシュ・フロー ▲    803 431 ▲    356 

現金および現金同等物の
増 減 

▲        2 436 ▲    177 

現金および現金同等物 

の 残 高  
4,536  4,539 3,925  

単位：百万円 



貸借対照表（個別）  
２０１5年３月期 第２四半期                                         

15年3月期 
(4月－9月） 

14年3月期末 
(4月－3月） 

増減額 

流 動 資 産 9,949 11,131 ▲ 1,181 

固 定 資 産 42,416 41,130 1,286 

繰 延 資 産 23 28 ▲      5 

流 動 負 債 14,564 13,849 714 

固 定 負 債 17,410 18,527 ▲ 1,117 

純 資 産 額 20,415 19,913 501 

総 資 産 額 52,389 52,290 99 

自己資本比率 38.97 38.08 － 

単位：百万円、％ 



損益計算書（個別） 
２０１5年３月期 第２四半期                                         

15年3月期  
(4月－9月） 

  14年3月期  
(4月－9月） 

増減額 

売 上 高  12,157  12,854 ▲ 697 

売 上 原 価 8,996 9,231 ▲ 234 

販 売 費 2,455 2,879 ▲ 423 

営 業 利 益 704 743 ▲   38 

営 業 外 収 益 155 175 ▲   20 

営 業 外 費 用 184 247 ▲   62 

経 常 利 益 675 671 3 

特 別 利 益 0 365 ▲ 365 

特 別 損 失 49 6 ▲   43 

四半期純利益 472 628 ▲ 156 

単位：百万円 



主要経営指標等推移（個別） 

15年3月期  
(4月－9月） 

14年3月期  
(4月－9月） 

 13年3月期 
(4月－9月） 

売 上 高 12,157 12,854 12,214 

経 常 利 益 675 671 566 

四 半 期 純 利 益 472 628 1,250 

純 資 産 額 20,415 17,390 16,969 

総 資 産 額 52,389 50,845 51,559 

１株当たり四半期 
純 利 益 32.84 52.63 104.63 

１株当たり純資産額 1,418.56 1,455.57 1,419.96 

自 己 資 本 利 益 率 2.3 3.6 7.4 

＊１株当たり中間純利益＝中間純利益÷期中平均株式数  
  １株当たり純資産額＝純資産÷（発行済株式数－自己株式数） 
   自己資本利益率＝当期純利益÷純資産 

単位：百万円、円、％ 



業績予想（通期）                                    

（連結） （個別） 

15年3月期  
(予 想） 

14年3月期  
(実 績） 

15年3月期  
(予 想） 

14年3月期  
(実 績） 

売 上 高    41,300 40,980 26,000 25,841 

営 業 利 益 2,200 1,838 1,500 1,572 

経 常 利 益 1,900 1,771 1,300 1,332 

当期純利益  1,000 663 900 855 

＊平成26年11月5日に第2四半期および通期の業績予想の修正について情報開示を行いましたが、個別の通期  
は従来の予想のままとしました。 
 
   



 

 確かな技術に裏づけされた高品質商品のサプライヤーとして 

   お客様の満足いく商品開発に努め、 

     業界のリーダーとして社会貢献を果たしてまいります。 

 
 

                 
株式会社 ニッピ 


